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は
じ
め
に

　

冠
礼
は
冠
婚
葬
祭
の
始
ま
り
で
あ
り
、
古
く
か
ら
儒
教
儀
礼
の
中
で
重
要

視
さ
れ
、
規
範
化
さ
れ
た
通
過
儀
礼
の
一
つ
で
あ
る
。『
儀
礼
』
や
『
礼
記
』

と
い
っ
た
儒
教
経
典
に
記
さ
れ
る
冠
礼
に
関
す
る
意
義
と
儀
式
は
、
儒
教
の

伝
播
と
共
に
朝
鮮
、
日
本
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
国
に
伝
わ
り
、
彼
ら
の
成
人

儀
礼
に
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

日
本
で
は
近
世
初
期
、
徳
川
幕
府
に
よ
る
幕
藩
体
制
の
実
質
的
形
成
の
も

と
に
、
禅
宗
の
礼
法
や
朱
子
の
『
家
礼
』
の
影
響
を
受
け
た
武
家
礼
法
（
小

笠
原
流
、
伊
勢
流
）
が
各
藩
大
名
の
儀
礼
を
行
う
基
盤
と
な
っ
た
。
近
世
期

（
一
六
〇
九
～
一
八
七
九
）
お
け
る
琉
球
の
場
合
は
、
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇

九
）、
薩
摩
藩
の
侵
攻
に
よ
っ
て
琉
球
は
日
本
の
幕
藩
体
制
に
組
み
込
ま
れ
、

薩
摩
藩
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
。
そ
の
後
、
琉
球
摂
政
で
あ
る
羽
地
朝
秀
は

薩
摩
の
「
御
例
格
」
に
従
っ
て
政
治
や
古
来
の
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
礼
式
を
改

革
し
、
武
家
礼
法
の
元
服
儀
式
も
琉
球
士
族
の
そ
れ
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

に
な
っ
た
。

　

そ
の
一
方
、
琉
球
久
米
村
に
住
ん
で
い
た
中
国
人
（
閩
人
三
十
六
姓
）
の

末
裔
と
さ
れ
る
久
米
村
人
は
、
順
治
七
年
（
一
六
五
〇
）
に
清
琉
朝
貢
関
係

を
考
え
た
上
で
明
朝
の
冠
服
を
避
け
て
琉
球
風
に
改
め
、「
中
剃
」
し
て
琉
球

人
の
欹
髻
（
カ
タ
カ
シ
ラ
）
を
し
、
康
熙
二
八
年
（
一
六
八
九
）
に
琉
球
の

士
籍
（
系
持
ち
）
を
獲
得
し
て
以
後
、
お
の
ず
と
琉
球
風
の
「
元
服
」
儀
式

を
国
俗
と
し
て
受
け
入
れ
た
。
し
か
し
、
久
米
村
は
近
世
に
お
い
て
琉
球
の

対
清
朝
貢
貿
易
の
窓
口
と
し
て
存
立
し
て
い
た
た
め
、
儒
教
の
礼
法
と
知
識

の
蓄
積
が
王
府
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
、
他
の
琉
球
士
族
の
元
服
儀
礼
と
比
べ

る
と
久
米
村
士
族
の
元
服
儀
礼
は
異
な
る
特
質
を
形
成
し
て
い
た
。

　

久
米
村
の
冠
礼
儀
式
は
管
見
の
限
り
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な

い
。
琉
球
士
族
の
全
体
的
な
元
服
儀
礼
に
関
す
る
研
究
も
わ
ず
か
で
あ
る
。

関
連
研
究
と
し
て
琉
球
王
位
の
継
承
性
と
元
服
儀
礼
と
の
関
係
を
末
代
国
王

尚
泰
の
元
服
を
通
じ
て
検
討
し
た
麻
生
伸
一
の
研
究（

（
（

、
ま
た
近
年
で
は
社
会

学
の
角
度
か
ら
近
世
琉
球
の
元
服
お
よ
び
烏
帽
子
親
の
社
会
機
能
を
論
述
し



一
二
二

た
比
嘉
吉
志
ら（

（
（

の
研
究
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
儒
教
儀
礼
の
観
点
か
ら
、

三
浦
國
雄
と
白
井
順
に
よ
る
『
四
本
堂
家
礼
』
に
お
け
る
冠
礼
と
『
朱
子
家

礼
』
と
の
関
係
に
関
す
る
論
考
も
あ
る（

（
（

。
両
氏
は
と
も
に
、
そ
れ
は
た
だ
伝

統
的
な
琉
球
式
の
「
十
五
祝
い
」
を
も
っ
て
「
冠
礼
」
に
当
て
て
お
り
、『
朱

子
家
礼
』
と
は
異
な
る
儀
式
で
あ
る
と
論
じ
た
が
、
久
米
村
の
冠
礼
に
見
ら

れ
る
儒
教
思
想
の
影
響
に
関
す
る
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

な
お
比
嘉
は
久
米
村
士
族
で
あ
る
蔡
文
溥
の
『
四
本
堂
家
礼
』
に
お
け
る

元
服
儀
式
に
言
及
し
て
い
る
が
、
近
世
後
期
に
ま
と
め
ら
れ
た
久
米
村
士
鄭

為
基
家
の
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に
お
け
る
元
服
儀
礼
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

よ
っ
て
、
本
稿
で
は
、
近
世
久
米
村
士
族
の
冠
婚
葬
祭
礼
式
集
で
あ
る
『
四

本
堂
家
礼
』
や
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』、
ま
た
久
米
村
人
に
よ
る
雑
記
、
聯
句
に

見
え
る
冠
礼
儀
式
に
焦
点
を
当
て
、
久
米
村
士
族
の
冠
礼
に
見
ら
れ
る
儒
教

思
想
の
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
久
米
村
の
儒
学
者
は
冠
礼
に
つ

い
て
い
か
に
認
識
し
て
い
た
か
を
合
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

一　

中
国
に
お
け
る
儒
教
冠
礼
の
実
行
状
況
に
つ
い
て

　

冠
礼
は
儒
教
の
礼
儀
に
お
い
て
非
常
に
重
視
さ
れ
る
儀
式
の
一
つ
で
、
特

に
『
礼
記
』
冠
義
篇
に
は
五
倫
な
ど
の
儒
教
の
徳
目
と
繫
げ
て
、

凡
人
之
所
以
為
人
者
、
礼
義
也
。
礼
義
之
始
、
在
於
正
容
体
、
斉
顏
色
、

順
辞
令
。
容
体
正
、
顏
色
斉
、
辞
令
順
、
而
後
礼
義
備
。
以
正
君
臣
、

親
父
子
、
和
長
幼
。
君
臣
正
、
父
子
親
、
長
幼
和
、
而
後
礼
義
立
。
故

冠
而
後
服
備
、
服
備
而
後
容
体
正
、
顏
色
斉
、
辞
令
順
。
故
曰
、
冠
者
、

礼
之
始
也
。
是
故
古
者
聖
王
重
冠
。

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
の
人
た
る
理
由
は
、
礼
儀
を
知
る
こ

と
に
あ
る
。
礼
儀
の
始
ま
り
は
、
容
体
を
正
し
、
顔
色
を
温
和
に
し
て
辞
令

（
言
葉
遣
い
）
を
恭
順
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
君
臣
関
係
が
正

し
く
な
り
、
父
子
関
係
が
親
し
く
な
り
、
長
幼
の
秩
序
が
調
和
す
る
よ
う
に

な
り
、
か
く
し
て
礼
儀
が
成
り
立
つ
。
つ
ま
り
人
は
、
冠
礼
を
執
り
行
っ
て

は
じ
め
て
服
（
成
人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
服
装
）
が
備
わ
り
、
さ
ら
に
容
体

が
正
し
く
、
顔
色
が
整
い
、
辞
令
が
恭
順
に
な
る
。
そ
こ
で
冠
礼
は
全
て
の

礼
儀
の
発
端
で
あ
る
と
い
う
。
古
代
の
聖
王
が
冠
礼
を
重
視
し
た
の
は
こ
れ

が
理
由
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
冠
礼
は
、
君
臣
の
義
・
父
子
の
親
・
長
幼
の
序
と
い
う
徳
目

や
礼
儀
の
成
立
と
深
く
関
わ
る
重
要
な
礼
儀
で
あ
り
、
す
べ
て
の
礼
法
の
始

ま
り
で
も
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。『
儀
礼
』
の
士
冠
礼
篇
は
こ
う
し
た
中

国
古
代
に
お
け
る
士
人
の
成
人
儀
式
の
方
法
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
長
年
に
わ
た
る
戦
乱
や
社
会
風
俗
の
変
化
の
た
め
、

伝
統
的
な
冠
礼
儀
式
は
廃
れ
て
い
く
。
北
宋
の
司
馬
光
（
一
〇
一
九
～
一
〇

八
六
）
は
『
書
儀
』
巻
第
二
・
冠
儀
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
当
時
の
状
況
を

嘆
い
て
い
た
。

冠
義
曰
、
冠
者
礼
之
始
也
。
是
故
古
之
道
也
。
成
人
之
道
者
將
責
成
人
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一
二
三

之
礼
焉
也
。
責
成
人
之
礼
焉
者
將
責
為
人
子
、
為
人
弟
、
為
人
臣
、
為

人
少
者
之
行
也
。
将
責
四
者
之
行
於
人
、
其
礼
可
不
重
與
。
冠
礼
之
廃

久
矣
。
吾
少
時
聞
村
野
之
人
尚
有
行
之
者
謂
之
上
頭
、
城
郭
則
莫
之
行

矣
。
此
謂
礼
失
求
諸
野
者
也
。
近
世
以
來
人
情
尤
為
輕
薄
、
生
子
猶
飲

乳
、
已
加
巾
帽
。
有
官
者
或
為
之
製
公
服
而
弄
之
。
過
十
歳
猶
總
角
者

蓋
鮮
矣
。
彼
責
以
四
者
之
行
豈
知
之
哉
。
往
往
自
幼
至
長
、
愚
騃
如
一
、

由
不
知
成
人
之
道
故
也（

（
（

。

　

司
馬
光
に
よ
れ
ば
、『
礼
記
』
冠
義
篇
で
は
冠
礼
が
礼
の
出
発
点
と
さ
れ
て

い
る
。
成
人
に
な
る
た
め
に
は
、
成
人
の
礼
（
冠
礼
）
を
行
う
責
務
が
あ
る
、

成
人
の
礼
は
、「
人
の
子
」、「
人
の
弟
」、「
人
の
臣
」、「
人
の
少
」
と
い
う
四

つ
の
役
割
に
対
す
る
責
任
を
果
た
す
意
志
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
礼
儀

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
冠
礼
が
行
わ
れ
な
く
な
っ

て
久
し
く
、
田
舎
で
は
ま
れ
に
「
上
頭
」
の
名
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
都
市
の
住
人
た
ち
は
誰
も
そ
れ
を
行
わ
な
い
。
近
世
以
降
、
社
会
の
風

潮
は
軽
薄
に
な
り
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
で
す
ら
「
巾
帽
」
を
か
ぶ

せ
る
習
慣
が
広
ま
っ
て
い
る
。
官
位
を
持
つ
者
た
ち
は
、
赤
ん
坊
の
た
め
に

「
公
服
」
を
用
意
し
て
い
い
気
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
十
歳
を
過
ぎ
て

な
お
「
總
角
」（
子
供
の
髪
型
）
を
し
て
い
る
者
は
少
な
い
。
こ
れ
ら
の
人
々

が
幼
少
期
か
ら
大
人
に
な
っ
て
も
愚
か
な
ま
ま
で
あ
る
原
因
は
、
成
人
の
道

で
あ
る
冠
礼
を
経
験
し
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
、
と
い
う
。

　

以
上
、
司
馬
光
の
嘆
き
は
そ
の
後
、
南
宋
の
朱
熹
（
一
一
三
〇
～
一
二
〇

〇
）
の
『
家
礼
』
第
二
・
冠
礼
や
『
小
学
』
外
篇
に
お
い
て
も
、
冠
礼
実
施

の
重
要
性
に
関
す
る
根
拠
と
し
て
引
用
さ
れ
た
。
朱
熹
は
『
家
礼
』
の
編
纂

に
あ
た
り
、『
儀
礼
』
の
士
冠
礼
篇
を
中
心
に
司
馬
光
の
『
書
儀
』「
冠
儀
」

や
時
の
風
習
を
参
考
に
し
、
庶
民
と
士
大
夫
の
双
方
に
適
用
可
能
な
形
で
冠

礼
を
実
践
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
が
、
明
清
時
代
に
入
る
と
、
冠
礼
に
対

す
る
民
間
の
関
心
は
低
く
な
り
、
朱
子
学
を
学
ぶ
一
部
の
学
者
の
興
味
を
引

く
に
過
ぎ
な
い
状
況
と
な
っ
た（

（
（

。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
礼
記
』
や
『
儀
礼
』、
そ
し
て
『
家
礼
』
な
ど

の
儒
教
儀
礼
書
が
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
広
ま
る
に
つ
れ
て
、
朝
鮮
、
日
本
、
ベ

ト
ナ
ム
、
琉
球
な
ど
の
地
域
で
は
成
人
（
元
服
）
の
儀
式
は
、
少
な
く
と
も

一
定
の
程
度
で
儒
教
儀
礼
と
そ
の
思
想
の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

琉
球
の
元
服
儀
礼
に
つ
い
て

（
一
）　「
結
欹
髻
」
に
つ
い
て

　

琉
球
の
元
服
儀
礼
は
「
結
欹
髻
」
と
呼
ば
れ
、
す
な
わ
ち
幼
稚
な
髪
型
を

捨
て
て
「
欹
髻
」（
カ
タ
カ
シ
ラ
、
琉
球
風
の
ま
げ
）
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

社
会
に
お
い
て
一
人
前
の
成
人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
通
過
儀
礼
で
あ
る
。
そ

の
起
源
に
つ
い
て
は
史
料
の
制
約
か
ら
詳
細
な
考
察
が
難
し
い
が
、
琉
球
人

が
「
欹
髻
」
を
結
ぶ
儀
礼
は
、
首
里
士
族
と
那
覇
士
族
の
家
譜
資
料
に
散
見

さ
れ（

（
（

、
遅
く
と
も
嘉
靖
年
間
（
一
五
二
二
～
一
五
六
六
）
に
王
府
に
仕
え
る

際
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
崇
禎
三
年
（
一
六
三
〇
）

に
は
浦
添
王
子
尚
恭
の
「
結
欹
髻
」
儀
式
に
参
与
す
る
「
御
欹
髻
祝
父
」
と



一
二
四

い
う
役
名
も
確
認
さ
れ
る
が（

（
（

、
そ
の
儀
式
の
様
相
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　

琉
球
最
初
の
地
誌
で
あ
る
『
琉
球
国
由
来
記
』（
一
七
一
三
）
卷
四
・
事
始

坤
・
片
髪
に
は
、「
当
国
片
髮
者
、
舜
天
王
、
其
為
人
也
、
右
髪
上
、
生
一
肉

角
。
常
欲
掩
其
角
。
故
右
鬢
上
結
鬢
。
国
人
皆
法
之
、
始
結
欹
鬢（

（
（

」
と
の
記

述
が
見
ら
れ
、「
欹
髻
」
の
儀
式
が
初
代
琉
球
国
王
で
あ
る
舜
天
王
と
関
連
が

あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
由
来
記
』
で
は
琉
球
に
お
け
る

成
人
式
の
起
源
が
開
国
君
主
の
伝
説
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
舜

天
王
自
体
が
琉
球
伝
説
中
の
国
王
で
あ
り
、
そ
の
真
実
性
に
は
疑
問
が
残
る
。

　

資
料
を
た
ど
る
と
、
嘉
靖
十
年
（
一
五
三
一
）
に
尚
清
を
冊
封
す
る
た
め

に
来
琉
し
た
陳
侃
の
『
使
琉
球
録
』（
一
五
三
四
）
に
は
、「
欹
髻
」
に
関
す

る
記
述
も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、「
男
子
不
去
髭
、
亦
不
羽
冠
、
但
結

髻
於
首
之
右
、
凡
有
職
者
簪
一
金
簪
。
漢
人
之
裔
、
髻
則
結
於
首
之
中（

（
（

」
と

の
一
節
が
あ
り
、
琉
球
人
は
髻
を
頭
の
右
に
結
ぶ
一
方
で
、
漢
人
（
閩
人
三

十
六
姓
）
の
裔
は
髻
を
頭
の
中
央
に
結
ぶ
と
い
う
。

　

さ
ら
に
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
〇
）、
薩
摩
に
よ
る
琉
球
侵
攻
の
際
、
当
時

の
琉
球
国
王
尚
寧
が
島
津
家
久
に
よ
っ
て
江
戸
に
連
行
さ
れ
た
時
、
同
行
し

た
「
小
性
」
の
言
語
と
容
姿
に
つ
い
て
は
、『
当
代
記
』（
一
六
二
四
～
一
六

四
四
）
に
お
い
て
、「
言
語
は
日
本
人
と
同
之
、
但
少
つ
ゝ
は
違
と
也
、
髮
を

頭
の
右
に
か
ら
わ
に
結
之
計
也（

（1
（

」
と
の
記
述
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
十
六
世
紀

か
ら
十
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
琉
球
の
「
欹
髻
」
は
、「
剃
髪
」
せ
ず
に
髪

髻
を
頭
の
右
側
に
結
ぶ
風
俗
を
維
持
し
て
い
た
。
た
だ
、
久
米
村
の
各
家
譜

資
料
に
は
、
久
米
村
人
が
順
治
九
年
（
一
六
五
二
）
に
明
代
漢
人
の
髻
を
琉

球
の
「
欹
髻
」
に
改
め
る
際
に
「
剃
髪
」
の
手
順
が
記
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
琉
球
の
元
服
儀
礼
で
あ
る
「
欹
髻
」
は
一
六
一
〇
年
か
ら
一
六

五
二
年
の
間
に
変
化
が
生
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
二
）　
武
家
の
元
服
儀
礼
と
琉
球

　

こ
の
「
剃
髪
」
に
つ
い
て
は
康
熙
二
年
（
一
六
六
三
）
に
尚
質
を
冊
封
し

て
来
琉
し
た
張
学
礼
の
『
中
山
紀
略
』
に
、「
男
女
不
薙
胎
髮
、
男
至
二
十
成

立
、
娶
妻
之
後
、
將
頂
髮
削
去
、
惟
留
四
餘
、
挽
一
髻
於
前
額
右
旁（

（1
（

」
と
あ

る
よ
う
に
、「
欹
髻
」
の
儀
礼
は
結
婚
式
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、「
剃
髪
」
が

そ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
男
は
胎
髪
（
胎
児
期
以
来
の
髪
の
毛
）
を
剃
ら

ず
、
二
十
歳
に
な
っ
て
結
婚
し
て
か
ら
頭
頂
部
の
髪
を
剃
り
、
周
り
の
髪
を

髻
に
し
て
前
額
の
右
側
で
結
ぶ
と
い
う
。
し
か
し
、
康
熙
二
十
二
年
（
一
六

八
三
）、
尚
貞
が
冊
封
さ
れ
た
際
に
冊
封
使
で
あ
っ
た
汪
楫
の
『
使
琉
球
雜

録
』
巻
三
・
俗
尚
に
は
、「
男
子
婚
、
始
薙
髮
、
去
中
存
外
、
結
髻
於
頂（

（1
（

」
と

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
「
欹
髻
」
の
形
態
が
頭
の
右
側
か
ら
頭
の

頂
に
変
化
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

な
お
近
世
以
降
の
「
欹
髻
」
儀
礼
に
お
い
て
は
、「
烏
帽
子
親
」
と
「
御
中

剃
」
と
い
う
日
本
武
家
元
服
儀
礼
用
語
の
使
用
が
見
ら
れ
る
。
琉
球
『
王
代

記
』
に
よ
る
と
、
中
城
王
子
で
あ
っ
た
尚
純
（
一
六
六
〇
～
一
七
〇
七
）
が

康
熙
十
五
年
（
一
六
七
六
）
に
元
服
し
た
際
に
は
、
当
時
の
名
護
王
子
が
烏

帽
子
親
を
つ
と
め（

（1
（

、
こ
れ
は
王
家
の
烏
帽
子
親
に
関
す
る
初
の
記
録
と
な
る
。

さ
ら
に
、
首
里
士
族
の
「
阿
姓
家
譜
」
で
は
、
康
煕
三
十
三
年
（
一
六
九
四
）



近
世
琉
球
久
米
村
士
族
の
「
冠
礼
」
に
見
え
る
儒
教
思
想
の
影
響
に
つ
い
て

一
二
五

に
八
世
の
阿
邦
卿
（
伊
舎
堂
親
方
守
浄
）
は
、
佐
敷
王
子
尚
益
（
一
六
七
八

～
一
七
一
二
）
の
元
服
儀
礼
に
参
加
し
、
御
烏
帽
子
親
と
な
っ
て
王
子
に
「
御

中
剃
」
を
行
い
、
つ
い
で
「
欹
髻
」
を
結
ば
せ
た
と
の
具
体
的
な
記
述
が
見

受
け
ら
れ
る（

（1
（

。

　

も
ち
ろ
ん
、
近
世
琉
球
で
一
般
に
元
服
す
る
時
に
は
烏
帽
子
で
は
な
く
、

「
八
巻
」（
ハ
チ
マ
キ
）
と
呼
ば
れ
る
か
ぶ
り
物
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
御
中
剃
」
を
「
元
服
」
と
結
び
つ
け
る
の
も
琉
球
古
来
の
慣
習
で
は
な
く
、

む
し
ろ
薩
摩
島
津
家
の
習
わ
し
で
あ
っ
た
。
享
保
二
十
一
年
（
一
七
三
六
）

の
島
津
家
の
「
覚
書
」
に
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
詳
細
が
記

さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

（
前
略
）
御
元
祖
忠
久
公
、
於
鶴
岡
御
幼
小
ニ
テ
御
元
服
被
成
候
由
緒
を

以　

御
家
之
御
舊
式
と
被
相
定
、
御
代
々
樣
御
中
剃
被
遊
候
節
を
、
御

元
服
と
御
唱
爲
被
成
と
相
見
得
申
候
、
御
作
法
之
次
第
古
來
之
儀
者
相

知
不
申
、
到
頃
日
候
而
者
、
伊
勢
流
と
相
見
得
申
候
、
義
久
公　

義
弘

公
御
元
服
之
御
作
法
と
、
當
時
之
御
作
法
と
者
、
右
之
通
相
替
爲
申
儀

ニ
御
座
候
得
共
、
忠
久
公
御
幼
少
ニ
而
御
元
服
被
成　

御
代
々
樣
御
幼

少
ニ
而　

御
元
服
被
成
儀
御
座
候
得
者　

將
軍
家
之
御
元
服
と
者
、
其

譯
相
替
申
候
、
然
共
御
家
御
元
服
之
儀
者
、
古
來
以
來
之
御
舊
式
と
相

見
得
申
候
、
御
規
式
之
次
第
付
而
者
、
右
段
々
之
儀
を
以
可
被
遊
儀
と

乍
憚
奉
存
候
、
以
上

�

御
記
録
奉
行

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
島
津
家
の
初
代
島
津
忠
久
（
一
一
七
九
～
一
二
二
七
）

は
鶴
岡
八
幡
宮
で
の
元
服
儀
式
を
島
津
家
の
伝
統
と
し
、
代
々
「
御
中
剃
」

を
行
う
の
を
「
御
元
服
」
と
呼
ぶ
慣
習
を
確
立
し
た
。
元
服
の
儀
式
の
詳
細

な
礼
法
に
つ
い
て
初
期
の
作
法
は
不
明
で
あ
る
が
、
近
世
で
は
伊
勢
流
の
影

響
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
島
津
義
久
（
一
五
三
三
～
一

六
一
一
）
と
島
津
義
弘
（
一
五
三
五
～
一
六
一
九
）
の
元
服
儀
式
は
、
古
代

の
慣
習
と
は
異
な
り
つ
つ
も
、
島
津
忠
久
以
降
の
伝
統
を
守
り
、
幼
少
期
に

元
服
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
た
め
、
島
津
家
の
元
服
は
徳
川
将
軍
家
と
異
な

る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
旧
記
雑
録
追
録
』
に
よ
れ
ば
、
島
津
忠
久
は
文

治
元
年
（
一
一
八
五
）、
七
歳
に
し
て
源
氏
の
氏
神
た
る
鶴
岡
八
幡
宮
で
元
服

し
、
烏
帽
子
親
の
畠
山
重
忠
か
ら
「
忠
」
の
偏
諱
を
も
ら
っ
て
島
津
三
郞
忠

久
と
名
乗
っ
た
。
島
津
義
久
と
島
津
義
弘
も
そ
れ
ぞ
れ
十
四
歳
と
十
二
歳
で

元
服
し
た
と
い
う（

（1
（

。

　

そ
も
そ
も
武
家
の
元
服
儀
礼
は
、
唐
の
『
開
元
礼
』
に
影
響
を
受
け
た
皇

室
・
公
家
の
加
冠
礼
に
基
づ
き
発
展
し
て
き
た
。
源
頼
義
（
九
八
八
～
一
〇

七
五
）
の
長
男
で
あ
る
義
家
は
八
幡
の
社
壇
で
、
次
男
の
義
親
は
加
茂
明
神

の
社
壇
で
、
そ
し
て
三
男
の
義
光
は
新
羅
明
神
の
社
壇
で
、
そ
れ
ぞ
れ
烏
帽

子
親
か
ら
烏
帽
子
や
一
字
偏
諱
を
受
け
て
仮
の
親
子
関
係
を
成
立
さ
せ
て
加

冠
、
元
服
し
た
が
、
こ
れ
が
武
家
元
服
儀
礼
の
起
源
と
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
琉
球

で
は
、
近
世
に
わ
た
っ
て
薩
摩
を
介
し
て
武
家
の
元
服
儀
礼
が
取
り
入
れ
ら

れ
、
琉
球
独
自
の
成
人
儀
式
で
あ
る
「
結
欹
髻
」
と
結
び
つ
き
つ
つ
、
加
冠

役
の
名
称
も
「
御
欹
髻
祝
父
」
か
ら
「
烏
帽
子
親
」
へ
と
変
化
し
、
そ
う
し



一
二
六

た
新
た
な
元
服
儀
礼
が
広
く
王
族
と
士
族
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

三　

久
米
村
冠
礼
の
様
相

　

久
米
村
士
族
は
明
代
に
中
国
福
建
か
ら
琉
球
に
渡
来
し
た
職
能
集
団
（
閩

人
三
十
六
姓
）
の
末
裔
で
あ
る
。
彼
ら
は
琉
球
王
国
と
中
国
と
の
進
貢
貿
易

に
お
い
て
、
外
交
文
書
の
作
成
や
中
国
側
の
役
人
と
の
交
渉
な
ど
で
重
要
な

役
割
を
果
た
し
、
そ
の
功
績
に
よ
り
王
府
か
ら
「
士
族
」
と
し
て
の
身
分
が

授
与
さ
れ
た
。
出
自
が
中
国
で
あ
る
た
め
、
彼
ら
の
生
活
様
式
は
祖
先
の
国

の
習
慣
を
維
持
し
つ
つ
、
琉
球
の
習
俗
に
も
同
化
し
て
い
た
。

　

近
世
以
前
に
お
け
る
久
米
村
の
冠
礼
（
元
服
）
に
つ
い
て
は
史
料
上
の
制

約
に
よ
り
、
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
彼
ら
は
琉
球
の
元
服
儀
礼
を

受
け
入
れ
る
ま
で
は
明
代
福
建
の
風
俗
を
維
持
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。

し
か
し
、
明
代
福
建
の
冠
礼
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
琉
球
冊
封
副
使
で
あ
っ

た
謝
杰
の
孫
、
謝
肇
淛
の
随
筆
集
で
万
暦
年
間
（
一
五
七
三
～
一
六
二
〇
）

に
成
立
し
た
『
五
雑
俎
』
卷
十
四
・
事
部
二
に
、

古
礼
之
尚
行
於
今
者
、
喪
得
十
七
、
昏
得
十
五
、
至
於
祭
則
苟
然
而
已
、

冠
則
絶
不
復
挙
矣
。
吾
長
楽
人
最
習
家
礼
、
亦
間
有
行
之
者
、
然
世
多

笑
其
迂
也（

（1
（

。

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
礼
が
当
時
の
福
建
で
実
施
さ
れ
て
い
る
割
合
は
、

喪
礼
が
全
体
の
七
割
、
婚
礼
が
全
体
の
五
割
で
、
祭
礼
に
至
っ
て
は
か
な
り

疎
か
に
な
っ
て
い
る
。
冠
礼
は
す
で
に
途
絶
え
、
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

長
楽
県
に
は
『
家
礼
』
を
習
い
、
た
ま
に
そ
れ
に
基
づ
い
て
冠
婚
葬
祭
を
行

っ
て
い
る
者
も
い
る
が
、
逆
に
そ
の
迂
闊
さ
を
嘲
笑
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と

い
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
じ
福
建
出
身
の
元
祖
を
持
つ
久
米
村
人
は
、
明

代
中
後
期
に
お
い
て
儒
教
の
冠
礼
を
執
り
行
っ
て
い
た
可
能
性
は
極
め
て
低

い
と
い
え
る
。

　

ま
た
順
治
元
年
（
一
六
四
四
）、
明
王
朝
の
崩
壊
に
伴
い
、
中
国
大
陸
は
満

洲
族
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
漢
民
族
全
体
に
わ
た
っ
て
辮
髪
令
が
強
制
的
に

導
入
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
、
久
米
村
人
は
明
代
の
伝
統
を
守
り
な
が
ら
も
、

清
琉
朝
貢
関
係
を
考
慮
し
、
明
朝
の
冠
服
と
髪
型
を
琉
球
式
に
改
変
し
た
の

で
あ
る
。
彼
ら
は
「
中
剃
」
を
行
い
、
琉
球
の
「
欹
髻
」
を
結
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
ら
の
変
革
に
つ
い
て
は
、
琉
球
の
正
史
『
球
陽
』
三
二
一
条
に

お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　

唐
栄
士
臣
衣
冠
容
貌
悉
従
国
俗
。

明
洪
武
壬
申　

勅
賜
閩
人
三
十
六
姓
以
敷
文
教
於
中
山
、
兼
令
掌
貢

典
。　

国
王
察
度
深
喜
悦
之
、
即
卜
宅
于
久
米
村
而
栖
居
焉
。
遂
名
其
地

曰
唐
栄
（
素
称
唐
営
。
今
改
栄
字
）
故
其
所
服
衣
冠
、
皆
従
明
朝
制
法

包
網
巾
、
戴
方
巾
紗
帽
。
至
于
順
治
庚
寅
始
以
剃
髪
結
欹
髻
改
用
球
陽

衣
冠
、
悉
従
国
俗
以
示
心
服
清
朝
之
意
矣（

（2
（

。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
洪
武
帝
朱
元
璋
が
洪
武
壬
申
の
年
（
一
三
九
二
）
に
「
閩



近
世
琉
球
久
米
村
士
族
の
「
冠
礼
」
に
見
え
る
儒
教
思
想
の
影
響
に
つ
い
て

一
二
七

人
三
十
六
姓
」
を
勅
賜
し
、
琉
球
に
文
教
を
広
め
つ
つ
同
時
に
朝
貢
貿
易
を

統
括
さ
せ
た
。
当
時
の
琉
球
国
王
察
度
は
こ
れ
を
大
い
に
喜
び
、
閩
人
三
十

六
姓
を
久
米
村
に
住
ま
わ
せ
、
そ
の
土
地
を
唐
栄
と
名
付
け
た
。
そ
の
後
、

久
米
村
の
衣
冠
は
明
朝
の
制
度
に
則
り
、
網
巾
を
包
み
、
方
巾
や
紗
帽
を
頭

に
つ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
清
順
治
庚
寅
（
一
六
五
〇
）
に
至
り
、

久
米
村
人
は
初
め
て
髪
を
剃
り
、
欹
髻
を
結
び
、
琉
球
の
衣
冠
を
身
に
つ
け
、

琉
球
の
国
俗
に
従
い
つ
つ
清
朝
に
心
か
ら
従
順
す
る
意
思
を
表
明
し
た
と
い

う
。
よ
っ
て
一
六
五
〇
年
代
以
降
、
久
米
村
に
お
い
て
は
「
結
欹
髻
」
の
慣

習
が
初
め
て
各
家
の
家
譜
に
登
場
し
、
こ
れ
は
久
米
村
社
会
が
琉
球
の
元
服

儀
礼
を
採
り
入
れ
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
久
米
村
の
各
家
譜
に
お
い
て
は
、

「
結
欹
髻
」
と
い
う
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
同
時
に
「
元
服
」
や
「
冠
」

と
い
っ
た
表
現
も
確
認
さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
結
欹
髻
」
は
実
質
的
に

は
久
米
村
人
に
と
っ
て
「
冠
礼
」
を
指
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
一
）　『
四
本
堂
家
礼
』
に
見
え
る
冠
礼

　

乾
隆
元
年
（
一
七
三
六
）
に
成
立
し
た
久
米
村
士
族
蔡
文
溥
家
の
冠
婚
葬

祭
礼
式
集
で
あ
る
『
四
本
堂
家
礼
』
に
は
、
久
米
村
冠
礼
の
作
法
を
以
下
の

よ
う
に
詳
細
に
記
し
て
い
る
。

　

冠
礼

一
、�

子
孫
片
髪
結
候
言
上
写
佐
事
持
参
候
ハ
々
装
束
ニ
而
拝
見
仕
、
吸

物
壱
馳
走
引
出
物
銭
壱
貫
文
可
進
之
、
則
家
主
御
霊
前
致
御
焼

香
、
今
日
何
某
片
髪
結
候
言
上
為
有
之
由
申
上
御
拝
可
仕
候
、
前

以
鳥
帽
子
親
相
頼
、
簪
八
巻
等
相
調
置
、
御
拝
之
日
未
明
ニ
、
剃

刀
并
髪
結
勝
手
之
者
壱
人
同
心
巣
篭
飯
酎
ケ
い
致
持
参
、
鳥
帽
子

親
之
第
江
参
、
片
髪
結
致
冠
服
、
鳥
帽
子
親
江
酌
取
御
拝
仕
、
左

候
而
登　

城
致
御
拝
、
御
役
人
方
為
御
礼
参
上
、
夫
よ
り
孔
子
廟

江
御
香
御
灯
明
上
、
啓
聖
祠
ハ
御
香
計
上
御
拝
仕
、
惣
役
長
史
之

方
御
礼
ニ
参
、
罷
帰
候
而
御
霊
前
江
灯
明
御
茶
御
酒
上
御
焼
香
御

拝
相
済
、
父
母
酒
迎
有
之
時
御
拝
可
仕
候
。

一
、�

同
居
之
子
弟
片
髪
結
候
規
式
同
格
之
事
。

一
、�

鳥
帽
子
親
ハ
前
日
約
束
申
入
御
拝
之
日
請
待
可
仕
候
。
引
出
物
ハ

百
田
紙
扇
子
之
間
分
力
次
第
見
合
可
進
候
事
。

一
、�

若
秀
才
ニ
成
申
時
も
御
拝
之
規
式
は
同
前
ニ
候
事（

（2
（

。

　

す
な
わ
ち
、
王
府
か
ら
佐
事
（
下
役
）
が
子
孫
片
髪
結
（
元
服
の
申
請
）

の
「
言
上
写
」
を
家
に
持
っ
て
く
れ
ば
、
家
主
は
正
装
し
て
出
迎
え
、
彼
に

吸
い
物
を
振
る
舞
い
、
礼
と
し
て
銭
一
貫
文
を
差
し
上
げ
る
。
さ
ら
に
、
家

主
は
「
言
上
写
」
を
御
霊
前
（
祖
霊
）
に
供
え
て
焼
香
し
、「
今
日
、
誰
の
片

髪
結
（
結
欹
髻
）
を
王
府
に
申
請
し
て
許
可
さ
れ
た
」
と
報
告
し
て
拝
礼
す

る
。
ま
た
、
事
前
に
鳥
帽
子
親
を
手
配
し
、
元
服
に
用
い
ら
れ
る
簪
や
「
八

巻
」（
か
ぶ
り
物
）
な
ど
の
準
備
も
整
え
る
。「
御
拝
の
日
」（
国
王
へ
の
拝

礼
）
の
早
朝
に
は
、
元
服
者
は
「
剃
刀
」
と
「
髪
結
」
に
熟
練
す
る
者
と
と

も
に
「
巣
篭
飯
」
と
「
酎
ケ
い
」（
酒
海
）
を
携
え
、
烏
帽
子
親
の
屋
敷
を
訪



一
二
八

れ
て
片
髪
を
結
び
、
簪
を
挿
し
て
幼
童
の
衣
を
冠
服
に
着
替
え
る
。『
中
山
伝

信
録
』（
一
七
二
一
）
に
よ
れ
ば
、
ま
だ
元
服
し
て
い
な
い
幼
童
は
衣
袖
を
脇

下
で
三
、
四
寸
ほ
ど
露
出
さ
せ
、
年
長
に
な
る
と
頭
髪
を
剃
り
、
腋
を
縫
っ

た
服
に
代
え
る
と
い
う（

（2
（

。
そ
し
て
烏
帽
子
親
と
酒
を
交
わ
し
て
拝
礼
を
行
う
。

　

そ
の
後
、
首
里
城
に
登
り
、
国
王
に
拝
礼
す
る
と
と
も
に
、
王
府
の
役
人

た
ち
に
も
挨
拶
を
交
わ
す
。
帰
還
後
、
久
米
村
の
孔
子
廟
に
て
御
香
と
御
灯

明
を
供
え
、
啓
聖
祠
で
は
御
香
の
み
を
捧
げ
、
敬
意
を
表
す
。
久
米
村
の
総

役
と
長
史
に
も
挨
拶
を
し
、
自
宅
に
戻
れ
ば
、
御
霊
前
に
灯
明
、
御
茶
、
御

酒
を
捧
げ
、
焼
香
し
て
拝
礼
す
る
。
そ
の
あ
と
、
父
母
に
お
酒
で
迎
え
ら
れ

る
場
合
に
は
、
謹
ん
で
拝
礼
す
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
同
居
す
る
子
弟
の
元
服
儀
礼
も
こ
れ
に
準
じ
る
。
鳥
帽
子
親
に
つ

い
て
は
、
元
服
の
前
日
に
事
前
に
約
束
を
交
わ
し
、「
御
拝
の
日
」
に
は
招
待

す
る
。
引
出
物
に
つ
い
て
は
身
分
財
力
に
よ
っ
て
百
田
紙
や
扇
子
を
差
し
上

げ
る
。
な
お
、
久
米
村
人
が
「
若
秀
才
」
に
昇
進
す
る
場
合
に
も
、
国
王
へ

の
御
拝
は
冠
礼
と
同
様
に
す
べ
き
だ
と
い
う
。

　
『
四
本
堂
家
礼
』
で
は
冠
礼
を
執
り
行
う
べ
き
年
齢
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い

が
、
琉
球
戸
籍
を
司
る
機
関
で
あ
る
大
与
座
の
「
規
模
帳
」
に
よ
れ
ば
、
士

族
は
十
五
歳
以
上
に
達
し
た
時
点
で
、
王
府
に
「
言
上
」
し
た
一
門
・
与
中

に
よ
る
証
文
の
次
書
（
署
名
が
付
い
た
確
認
書
）
を
携
え
て
大
与
座
に
元
服

の
執
行
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（2
（

。
ま
た
『
四
本
堂
家
礼
』
に
は
父
母

死
去
三
年
の
う
ち
に
は
元
服
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
の
規
定
も
見
ら
れ
る（

（2
（

。

（
二
）　『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に
見
え
る
冠
礼

　

次
に
十
九
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
久
米
村
士
族
鄭
為
基
家
の
冠
婚
葬
祭
礼

式
集
で
あ
る
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に
お
け
る
冠
礼
の
作
法
は
『
四
本
堂
家
礼
』

と
若
干
異
な
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
。
以
下
に
全
文
を
引
用
す
る
。

　

冠
礼
之
事

一
、�

子
孫
片
髪
結
候
言
上
写
、
作
事
持
参
候
ハ
ゞ
、
装
束
ニ
而
拝
見
仕
、

吸
物
一
ツ
馳
走
、
引
出
物
銭
壱
貫
文
可
進
候
。
則
家
主
言
上
写
取

御
霊
前
江
上
致
御
焼
香
、
今
日
何
某
片
髪
結
候
言
上
為
相
済
由
申

上
御
拝
可
仕
候
。
前
以
簪
八
巻
等
相
調
置
烏
帽
子
親
並
剃
刀
髪
結

勝
手
之
者
相
頼
、
片
髪
結
可
仕
候
。
御
拝
之
日
ニ
は
未
明
朝
八
巻

ニ
而
巣
籠
飯
酒
い
り
致
持
参
烏
帽
子
親
之
宅
江
参
、
梳
三
度
押
上

ゲ
さ
せ
候
は
ゞ
、
則
烏
帽
子
親
江
酌
取
御
拝
仕
、
左
候
而
登
城
御

拝
可
相
勤
候
。
御
役
人
方
為
御
届
参
上
、
夫
よ
り
孔
子
廟
江
御
香

御
灯
明
上
、
啓
聖
祠
は
御
香
計
上
御
拝
仕
、
総
役
長
史
読
書
師
匠

江
御
届
参
上
、
大
宗
方
江
御
焼
香
御
拝
仕
候
。
罷
帰
候
而
火
神
御

観
音
御
霊
前
江
燈
明
御
酒
上
ゲ
、
御
焼
香
御
拝
仕
候
。
相
済
父
母

酒
迎
有
之
時
、
御
拝
可
仕
候
。

付　

鳥
帽
子
親
よ
り
三
献
出
シ
、
引
出
物
は
扇
子
二
本
可
進
候
也
。

一
、�
同
居
之
子
弟
片
髪
結
候
規
式
同
格
之
事
。

一
、�
鳥
帽
子
親
は
前
日
約
束
申
入
御
拝
之
日
請
持
可
仕
候
。
引
出
物
は

扇
子
二
本
可
進
事
。



近
世
琉
球
久
米
村
士
族
の
「
冠
礼
」
に
見
え
る
儒
教
思
想
の
影
響
に
つ
い
て

一
二
九

一
、�

若
秀
才
ニ
成
申
時
も
御
拝
之
規
式
は
同
前
ニ
候
事（

（2
（

。

　

以
上
の
記
述
に
よ
れ
ば
、『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に
お
け
る
元
服
の
儀
式
の
流

れ
は
、
お
お
む
ね
『
四
本
堂
家
礼
』
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、

い
く
つ
か
の
相
違
点
も
見
受
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
髪
を
結
ぶ
際
に
は
櫛

を
用
い
て
三
度
に
わ
た
り
元
服
者
の
髪
を
押
し
上
げ
て
髻
を
結
ぶ
点
、
首
里

城
を
訪
れ
て
国
王
や
役
人
に
挨
拶
し
、
そ
の
後
、
久
米
村
に
戻
り
、
総
役
や

長
史
だ
け
で
な
く
読
書
師
匠
に
も
挨
拶
を
す
る
点
、
さ
ら
に
は
大
宗
の
屋
敷

を
訪
れ
て
焼
香
や
拝
礼
を
行
う
点
、
帰
宅
後
に
は
火
神
や
御
観
音
に
灯
明
と

酒
を
供
え
る
と
い
っ
た
細
部
で
の
変
化
が
確
認
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
鳥
帽
子

親
と
の
酌
み
交
わ
し
で
は
、
烏
帽
子
親
か
ら
三
献
を
受
け
、
烏
帽
子
親
に
は

扇
子
を
二
本
贈
る
と
い
う
特
徴
も
見
ら
れ
る
。

（
三
）　
儒
教
冠
礼
と
久
米
村
の
冠
礼

　

そ
も
そ
も
古
代
冠
礼
の
儀
式
は
『
儀
礼
』
士
冠
礼
篇
に
お
い
て
そ
の
作
法

が
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
儀
式
の
進
行
の
意
味
に
関
し
て

は
以
下
の
よ
う
に
『
礼
記
』
冠
義
篇
に
包
括
的
に
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
。

こ
れ
ら
は
儒
教
に
お
け
る
冠
礼
の
実
践
の
基
盤
を
形
成
し
て
い
る
。

古
者
冠
礼
筮
日
筮
賓
、
所
以
敬
冠
事
、
敬
冠
事
所
以
重
礼
、
重
礼
所
以

為
国
本
也
。
故
冠
於
阼
、
以
著
代
也
。
醮
於
客
位
、
三
加
彌
尊
、
加
有

成
也
。
已
冠
而
字
之
、
成
人
之
道
也
。
見
於
母
、
母
拝
之
、
見
於
兄
弟
、

兄
弟
拝
之
、
成
人
而
與
為
礼
也
。
玄
冠
、
玄
端
奠
摯
於
君
、
遂
以
摯
見

於
郷
大
夫
、
郷
先
生
、
以
成
人
見
也
。

　

本
来
、
儒
教
の
冠
礼
儀
式
は
祖
霊
を
祭
る
「
廟
」
も
し
く
は
「
祠
堂
」
を

中
心
に
進
行
さ
れ
る（

（2
（

。
そ
の
た
め
、
冠
礼
を
行
う
べ
き
期
日
と
「
賓
」（
加
冠

者
）
の
選
択
に
つ
い
て
は
「
廟
」
の
前
で
の
占
卜
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
こ
れ

は
冠
礼
を
敬
う
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
冠
礼
を
敬
う
の
は
礼
を
重
ん
じ
る
た
め
で

あ
る
。
そ
し
て
礼
を
重
ん
じ
る
こ
と
が
国
の
本
と
な
る
と
い
う
。

　

ま
た
冠
礼
は
「
廟
」
の
前
の
東
の
階
段
（
阼
階
）
で
執
り
行
わ
れ
る
。「
阼

階
」
は
主
人
（
家
主
）
が
「
賓
」
を
接
待
す
る
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
冠
者
の

冠
礼
を
行
う
こ
と
は
父
に
代
わ
っ
て
世
代
交
代
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ

ら
に
冠
者
は
賓
客
の
位
（
客
位
は
廟
の
室
・
戸
の
西
に
あ
る
）
で
加
冠
者
と

酒
を
交
わ
し
て
「
醮
」
を
行
う
。
こ
れ
は
冠
者
を
成
人
と
し
て
尊
敬
し
、
賓

客
の
よ
う
に
接
待
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
加
冠
者
は
冠
者
に
三
種

類
の
か
ぶ
り
物
を
被
せ
る
「
三
加
」
を
行
う
。
す
な
わ
ち
初
加
の
時
は
「
緇

布
冠
」、
次
加
の
時
は
「
皮
弁
冠
」、
三
加
の
時
は
「
爵
弁
冠
」
で
あ
る
。
そ

の
か
ぶ
り
物
を
次
第
に
尊
く
し
て
い
く
の
は
、
冠
者
に
成
人
た
る
責
任
を
加

え
る
た
め
で
あ
る
。
冠
礼
が
終
わ
る
と
、
加
冠
者
は
冠
者
に
「
字
」
を
授
け

て
成
人
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
冠
者
は
母
と
兄
弟
に
面
会
し
、
母
と
兄
弟
は
こ
れ
に
拝
礼
す
る
。

こ
れ
は
成
人
と
な
っ
て
親
類
と
と
も
に
礼
を
行
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
次

に
冠
者
は
玄
冠
・
玄
端
（
士
と
し
て
の
冠
服
）
を
身
に
つ
け
、「
摯
」（
手
み



一
三
〇

や
げ
）
を
君
主
の
と
こ
ろ
に
持
参
し
、
さ
ら
に
「
贄
」
を
持
っ
て
郷
の
大
夫

や
郷
の
先
生
に
面
会
す
る
が
、
そ
れ
は
成
人
の
姿
で
面
会
す
る
と
さ
れ
る
。

　

以
上
は
『
礼
記
』
冠
義
篇
に
見
ら
れ
る
冠
礼
の
説
明
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を

久
米
村
の
冠
礼
儀
式
と
比
べ
る
と
、
久
米
村
人
は
祖
霊
を
祭
る
空
間
で
あ
る

「
廟
」
や
「
祠
堂
」
で
は
な
く
、「
烏
帽
子
親
」
の
屋
敷
で
冠
礼
を
執
り
行
っ

て
い
る
。
ま
た
冠
礼
儀
式
を
進
行
す
る
に
あ
た
り
、
三
種
類
の
か
ぶ
り
物
を

被
せ
る
「
三
加
」
は
行
わ
ず
に
「
八
巻
」
を
冠
者
の
頭
に
被
せ
て
「
一
加
」

だ
け
で
冠
礼
を
終
え
る
。
要
す
る
に
久
米
村
に
お
け
る
冠
礼
儀
式
の
具
体
的

な
儀
節
は
、
ま
さ
し
く
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に（

（2
（

、
儒
教
の
礼
式

と
は
か
な
り
違
う
の
で
あ
る
。

　

実
は
明
・
丘
濬
（
一
四
二
一
～
一
四
九
五
）『
文
公
家
礼
儀
節
』
巻
二
・
冠

礼
の
項
目
に
は
、
朱
熹
の
『
家
礼
』
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
元
・
鄭
泳
の

『
家
儀
』
を
参
考
に
冠
礼
を
よ
り
簡
便
に
行
う
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
こ

で
は
、
伝
統
的
な
「
三
加
」
で
は
な
く
、
冠
者
の
頭
に
「
巾
」
を
加
え
る
「
一

加
」
だ
け
で
儀
式
を
終
え
て
い
る
。
つ
ま
り
明
清
時
代
に
お
い
て
儒
教
の
冠

礼
は
社
会
風
俗
の
変
遷
に
対
応
し
、
こ
の
時
代
の
朱
子
学
者
に
と
っ
て
は
固

定
的
な
儀
節
よ
り
も
、
む
し
ろ
冠
礼
に
含
ま
れ
る
意
義
の
方
が
重
要
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
久
米
村
で
は
冠
礼
が
終
わ
る
と
、
元
服
し
た
者
が
首
里
城
に
登
っ

て
国
王
に
拝
謁
し
、
役
人
方
や
久
米
村
の
総
役
、
長
史
、
ま
た
読
書
師
匠
に

挨
拶
す
る
が
、
そ
れ
は
『
礼
記
』
冠
義
篇
に
記
さ
れ
る
「
玄
冠
・
玄
端
奠
摯

於
君
、
遂
以
摯
見
於
郷
大
夫
、
郷
先
生
、
以
成
人
見
也
」
と
い
う
記
述
に
近

似
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
久
米
村
の
冠
礼
は
、
王
府
に
「
申
請
」
し
て
許
可
さ
れ
れ

ば
執
り
行
え
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る（

（2
（

。
久
米
村
に
は
十
二
歳
頃
か
ら
「
若
秀

才
」
の
位
階
に
昇
進
し
て
俸
禄
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
や
、
位
階
の
変
動
に
応

じ
た
俸
禄
の
変
動
と
い
っ
た
特
別
な
支
援
制
度
が
存
在
し
て
い
る
。
言
い
換

え
れ
ば
久
米
村
の
冠
礼
は
国
家
の
財
政
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
っ

て（
（3
（

、
そ
れ
ゆ
え
に
彼
ら
は
十
五
歳
頃
に
元
服
す
る
と
「
秀
才
」
の
位
階
が
王

府
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
、
元
服
し
た
者
は
首
里
城
に
登
っ
て
国
王
に
拝
礼
し
、

ま
た
儀
式
の
申
請
に
参
与
す
る
す
べ
て
の
役
人
や
師
匠
に
感
謝
の
意
を
表
す

必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

四　

久
米
村
士
族
の
冠
礼
に
見
え
る
儒
教
思
想

（
一
）　
蔡
大
鼎
の
「
擬
長
孫
元
服
記
」
に
つ
い
て

　

久
米
村
士
族
の
冠
婚
葬
祭
礼
式
集
で
あ
る
『
四
本
堂
家
礼
』
と
『
嘉
徳
堂

規
模
帳
』
に
は
冠
礼
に
対
す
る
思
想
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
久
米
村
士

族
の
他
の
著
作
に
は
そ
の
思
想
の
一
面
が
見
ら
れ
る
。
特
に
近
世
琉
球
末
期
、

久
米
村
士
族
で
あ
る
蔡
大
鼎
（
一
八
二
三
～
？
）
に
よ
る
「
擬
長
孫
元
服
記
」

に
は
、
久
米
村
人
が
冠
礼
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
か

が
垣
間
見
え
る
。

　

明
治
政
府
に
よ
る
琉
球
処
分
に
伴
い
、
存
亡
の
危
機
に
直
面
し
た
琉
球
国

を
救
済
す
べ
く
、
光
緒
元
年
（
一
八
七
六
）
に
は
陳
情
特
使
と
し
て
渡
清
し
、

そ
の
後
、
光
緒
五
年
（
一
八
八
〇
）
に
北
京
で
活
動
し
て
い
た
蔡
大
鼎
は
、



近
世
琉
球
久
米
村
士
族
の
「
冠
礼
」
に
見
え
る
儒
教
思
想
の
影
響
に
つ
い
て

一
三
一

孫
が
元
服
す
べ
き
適
切
な
年
齢
に
達
し
た
と
の
報
せ
を
受
け
、
孫
の
元
服
を

手
配
す
る
た
め
の
文
章
「
擬
長
孫
元
服
記
」
を
そ
の
『
北
上
雑
記
』
に
記
録

し
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

擬
長
孫
元
服
記

夫
冠
者
、
為
成
人
而
設
、
亦
礼
之
所
重
也
。
由
来
本
久
矣
。
今
我
長
男

錫
書
之
嫡
子
上
台
、
年
将
及
冠
。
想
故
園
親
戚
、
定
必
因
我
父
子
之
勤

労
王
事
、
遠
在
燕
京
、
代
為
延
請
、
于
戚
親
友
中
、
擇
有
品
行
者
為
賓
、

使
其
加
戴
新
冠
、
兼
祝
以
吉
辞
〔
古
礼
其
辞
有
三
段
。
第
一
曰
、
以
敦

孝
弟
、
勤
学
業
、
立
志
克
己
為
最
。
第
二
曰
、
更
以
成
人
之
道
、
加
勉

之
。
第
三
曰
、
以
立
身
行
道
、
顕
親
揚
名
為
最
〕
使
吾
長
孫
、
而
行
冠

礼
焉
。
惟
是
悠
々
喬
梓
、
均
作
客
於
京
師
。
茲
雖
未
獲
鴻
音
、
而
念
及

燕
朋
満
座
、
家
庭
之
会
飲
、
得
毋
為
吾
孫
憂
乎
。
予
特
此
手
誌
、
先
倡

為
喜
報
之
兆
焉
、
可
也（

（3
（

。

　

蔡
大
鼎
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
冠
礼
は
人
が
成
人
と
な
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
儀
式
で
、
重
要
な
儀
式
で
あ
り
、
そ
の
由
来
は
極
め
て
古
い
と
い
う
。

王
事
の
た
め
に
北
京
に
滞
在
し
て
い
た
蔡
大
鼎
は
、
長
男
で
あ
る
錫
書
の
嫡

子
上
台
が
冠
礼
を
行
う
べ
き
年
齢
に
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
故
郷
（
久

米
村
）
に
い
る
親
戚
に
頼
ん
で
親
戚
や
友
人
の
中
か
ら
品
行
あ
る
者
を
選
ん

で
「
賓
」
と
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。「
賓
」
に
孫
の
た
め
に
加
冠
さ
せ

る
時
に
は
、
吉
辞
を
述
べ
さ
せ
、
冠
礼
を
執
り
行
わ
せ
る
が
、
こ
の
吉
辞
に

は
古
礼
に
よ
れ
ば
三
つ
の
部
分
が
あ
る
。
第
一
は
「
以
敦
孝
弟
、
勤
学
業
、

立
志
克
己
為
最
」、
第
二
は
「
更
以
成
人
之
道
、
加
勉
之
」、
第
三
は
「
以
立

身
行
道
、
顕
親
揚
名
為
最
」
で
あ
る
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
蔡
大
鼎
に
と
っ
て
琉
球
の
「
元
服
」
は
、
明
ら
か
に
冠
礼

を
意
味
し
、
人
が
成
人
と
な
る
際
に
執
り
行
わ
れ
る
重
要
な
儀
礼
と
認
識
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
四
本
堂
家
礼
』
や
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に
見
え
る

「
烏
帽
子
親
」
が
、
こ
こ
で
は
明
確
に
儒
教
の
「
賓
」
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、

親
戚
や
友
人
か
ら
品
行
方
正
な
者
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
指
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
賓
に
冠
礼
を
執
り
行
わ
せ
る
際
に
は
、
冠
者
に
対
し
て
三
つ
の
吉
辞

を
贈
ら
せ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
吉
辞
は
「
古
礼
」
に
由
来
す
る
と
記
さ
れ

て
い
る
が
、『
儀
礼
』
や
『
家
礼
』
に
見
ら
れ
る
祝
辞
と
は
か
な
り
異
な
る
。

　

先
に
触
れ
た
よ
う
に
儒
教
の
冠
礼
で
は
「
三
加
」
を
行
っ
て
三
種
類
の
か

ぶ
り
物
を
冠
者
の
頭
に
被
せ
る
が
、
そ
の
た
び
に
賓
は
冠
者
に
対
し
て
成
人

と
し
て
の
責
任
を
含
む
祝
辞
を
贈
る
。
す
な
わ
ち
、『
儀
礼
』
士
冠
礼
篇
や

『
家
礼
』
巻
二
・
冠
礼
に
よ
れ
ば
、
始
加
の
時
に
は
「
令
月
吉
日
、
始
加
元

服
。
棄
爾
幼
志
、
順
爾
成
德
。
壽
考
維
祺
、
以
介
景
福
」、
再
加
で
は
「
吉
月

令
辰
、
乃
申
爾
服
。
敬
爾
威
儀
、
淑
慎
爾
德
。
眉
壽
永
年
、
享
受
胡
福
」、
三

加
で
は
「
以
歳
之
正
、
以
月
之
令
、
咸
加
爾
服
。
兄
弟
具
在
、
以
成
厥
德
。

黃
耇
無
疆
、
受
天
之
慶
」
と
い
う
祝
辞
で
あ
る（

（3
（

。

　

蔡
大
鼎
に
よ
る
三
つ
の
吉
辞
は
、
古
礼
と
は
表
現
が
違
う
が
、
彼
の
久
米

村
に
お
け
る
冠
礼
へ
の
理
解
が
十
分
に
表
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
吉
辞
を
見
る
と
、
冠
者
に
「
孝
弟
」
と
い
う
家
庭
道
徳
を
忠
実
に
実
践
す



一
三
二

る
こ
と
、
学
業
に
励
み
、
志
を
立
て
て
自
律
す
べ
き
こ
と
、
成
人
に
ふ
さ
わ

し
い
道
筋
に
お
い
て
さ
ら
に
努
力
す
べ
き
こ
と
、
ま
た
身
を
立
て
て
道
を
行

い
、
親
を
顕
わ
し
て
名
を
揚
げ
る
と
い
う
『
孝
経
』
由
来
の
責
任
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
三
つ
の
吉
辞
は
お
そ
ら
く
、
賓
が
冠
者
の
髪
を
櫛
で

三
度
梳
い
て
押
し
上
げ
て
「
欹
髻
」
に
結
ぶ
時
に
贈
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。

（
二
）　
久
米
村
の
聯
句
に
見
ら
れ
る
冠
礼

　

さ
ら
に
久
米
村
で
は
冠
礼
を
執
り
行
う
日
に
、
屋
敷
の
門
柱
や
御
霊
前
な

ど
の
場
所
に
以
下
の
よ
う
な
聯
句
を
貼
る
習
慣
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
聯
句
か

ら
は
久
米
村
士
族
の
冠
礼
（
元
服
）
に
対
す
る
理
解
が
窺
え
る
。

①
正
逢
吉
旦
加
元
服
、
須
棄
幼
心
学
大
人
。

②
成
人
束
髪
朝
南
坐
、
長
者
加
冠
指
日
昇
。

③
成
人
可
立
修
斉
志
、
他
日
定
流
忠
孝
香
。

④
賓
待
東
方
初
日
上
、
冠
加
貴
族
成
人
頭
。

⑤
長
者
加
冠
童
子
首
、
成
人
得
字
貴
家
称
。

⑥
喜
蒙
鳳
詔
朝
君
謝
、
幸
沐
鴻
恩
指
日
昇
。

⑦
爵
位
題
頒
明
詔
裏
、
聖
恩
恭
拝
丹
墀
前
。

⑧
主
人
為
子
傾
心
望
、
今
日
作
賓
加
帽
賢（

（3
（

。

　

こ
の
8
つ
の
聯
句
は
、
光
緒
八
年
（
一
八
八
二
）
に
八
重
山
士
族
で
あ
る

宮
良
當
整
が
書
き
写
し
た
『
聯
句
集
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
元
服

の
儀
式
を
祝
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　

①
と
③
は
、
冠
者
に
求
め
る
役
割
に
関
す
る
聯
句
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
良
辰
の
日
に
元
服
す
る
際
に
は
、
冠
者
は
幼
稚
な
心
を
捨
て
て
成
人
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
修
身
と
斉
家
の
志
向
を
立
て
て
、
忠
孝
の
名
を
高
め
る

責
任
を
求
め
て
い
る
。

　

②
、
④
、
⑤
は
、
元
服
儀
式
の
作
法
に
関
す
る
聯
句
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
元
服
す
る
日
の
夜
明
け
に
、
冠
者
は
束
髪
し
て
南
に
向
い
て
坐
し
、

賓
（
長
者
）
が
冠
者
の
東
に
座
っ
て
冠
（
八
巻
）
を
冠
者
の
頭
に
被
せ
る
。

こ
れ
に
は
冠
者
が
出
世
で
き
る
と
い
う
期
待
が
含
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
賓

は
冠
者
に
「
字
」
を
贈
り
、
こ
れ
で
士
族
の
家
で
は
「
字
」
に
よ
っ
て
冠
者

を
呼
ぶ
と
い
う
。

　

⑥
と
⑦
に
関
し
て
は
久
米
村
士
族
が
元
服
後
に
「
秀
才
」
と
い
う
爵
位
（
位

階
）
を
王
府
か
ら
授
か
る
た
め
、
国
王
に
感
謝
の
意
を
表
す
べ
く
首
里
城
に

登
る
こ
と
を
示
す
聯
句
で
あ
る
。
冠
者
は
喜
ん
で
「
鳳
詔
」（
国
王
の
詔
勅
）

を
得
て
国
王
に
感
謝
の
意
を
表
す
。
こ
こ
に
は
こ
の
よ
う
な
大
恩
を
蒙
っ
て

い
ず
れ
出
世
で
き
る
と
の
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
⑧
の
聯
句
で
は
、
元
服
に
お
い
て
主
人
（
冠
者
の
父
）
は
子
供
の
た

め
に
多
く
の
心
望
（
期
待
）
を
寄
せ
る
。
賓
は
、
冠
者
に
冠
を
被
せ
て
冠
者

が
賢
者
と
な
れ
る
資
質
を
期
待
す
る
と
い
う
。

　

以
上
、
蔡
大
鼎
に
よ
る
吉
辞
や
久
米
村
の
聯
句
を
通
し
て
見
る
と
、
久
米

村
の
冠
礼
儀
式
に
は
形
式
的
な
儀
礼
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
時
に
儒
教
の
理
念

に
基
づ
い
た
成
人
た
る
責
任
と
義
務
が
冠
者
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ



近
世
琉
球
久
米
村
士
族
の
「
冠
礼
」
に
見
え
る
儒
教
思
想
の
影
響
に
つ
い
て

一
三
三

か
る
。
特
に
冠
者
に
修
身
、
斉
家
、
忠
孝
、
孝
悌
な
ど
の
価
値
観
を
求
め
る

の
は
、
儒
教
冠
礼
の
中
で
強
調
さ
れ
た
「
人
の
子
」、「
人
の
弟
」、「
人
の
臣
」、

「
人
の
少
」
と
い
っ
た
責
任
に
合
致
し
て
い
る
。

ま
と
め

　

古
代
儒
教
に
お
い
て
冠
礼
は
礼
の
出
発
点
と
さ
れ
、
君
臣
の
義
、
父
子
の

親
、
長
幼
の
序
な
ど
の
徳
目
や
礼
儀
の
成
立
と
深
く
関
わ
る
重
要
な
礼
儀
と

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
国
で
は
そ
の
後
、
社
会
風
俗
の
激
変
に
よ
り
冠

礼
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
北
宋
の
司
馬
光
や
南

宋
の
朱
熹
な
ど
の
儒
学
者
は
『
儀
礼
』
に
お
け
る
士
冠
礼
篇
を
基
本
と
し
て

当
時
の
風
俗
を
参
考
に
し
、
庶
民
と
士
大
夫
の
双
方
に
実
行
可
能
な
形
で
儒

教
の
冠
礼
を
復
興
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
明
清
時
代
に
入
る
と
、
冠
礼

に
対
す
る
民
間
の
関
心
は
低
く
、
朱
子
学
を
学
ん
だ
一
部
の
学
者
の
興
味
を

引
く
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
近
世
以
後
の
琉
球
で
は
、
薩
摩
を
介
し
て
日
本
武
家
の
元
服
儀
礼

が
伝
わ
り
、
琉
球
独
自
の
成
人
儀
式
で
あ
る
「
結
欹
髻
」
と
結
合
し
て
元
服

儀
礼
が
整
備
さ
れ
た
。
明
時
代
に
福
建
か
ら
琉
球
に
移
住
し
た
閩
人
三
十
六

姓
の
末
裔
で
あ
る
久
米
村
人
は
、
一
六
五
〇
年
代
に
清
琉
朝
貢
関
係
を
考
慮

し
て
明
代
の
風
俗
を
避
け
、「
中
剃
」
な
ど
武
家
儀
礼
の
影
響
を
受
け
た
琉
球

元
服
儀
礼
「
結
欹
髻
」
を
国
俗
と
し
て
受
け
入
れ
た
。
ま
た
、
久
米
村
は
近

世
期
に
お
い
て
琉
球
の
対
清
朝
貢
貿
易
の
窓
口
と
し
て
存
立
し
て
い
た
た
め
、

儒
教
の
礼
法
と
知
識
が
王
府
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
、『
礼
記
』、『
儀
礼
』、『
家

礼
』
な
ど
の
儒
教
儀
礼
書
が
久
米
村
に
伝
来
す
る
に
つ
れ
て
、
久
米
村
の
元

服
儀
礼
も
儒
教
冠
礼
の
影
響
を
受
け
て
い
く
。

　

十
八
、
十
九
世
紀
に
成
書
さ
れ
た
久
米
村
士
族
の
冠
婚
葬
祭
礼
式
集
『
四

本
堂
家
礼
』
や
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に
記
さ
れ
る
冠
礼
儀
式
の
手
順
は
、
元

来
の
古
代
儒
教
儀
礼
と
は
か
な
り
異
な
り
、「
廟
」
で
は
な
く
「
烏
帽
子
親
」

の
屋
敷
で
冠
礼
を
執
り
行
い
、
し
か
も
三
種
類
の
か
ぶ
り
物
を
被
せ
る
「
三

加
」
で
は
な
く
「
八
巻
」
と
い
う
琉
球
式
の
か
ぶ
り
物
を
冠
者
の
頭
に
被
せ

て
「
一
加
」
だ
け
を
行
っ
て
い
た
。

　

た
だ
し
、
蔡
大
鼎
の
「
擬
長
孫
元
服
記
」
に
よ
れ
ば
、
久
米
村
士
族
に
と

っ
て
「
烏
帽
子
親
」
は
明
確
に
儒
教
の
「
賓
」
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
「
賓
」
は
冠
者
の
髪
を
「
欹
髻
」
に
結
ぶ
際
に
櫛
を
用
い
て
冠
者
の
髪
を

三
度
押
し
上
げ
な
が
ら
、
冠
者
に
「
孝
弟
」、「
勤
学
業
」、「
立
志
克
己
」、「
立

身
行
道
」、「
顕
親
揚
名
」
な
ど
の
儒
教
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
含
む
三
種
の
吉

辞
を
贈
り
、
成
人
と
し
て
の
役
割
を
課
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
十
九
世
紀
末

期
に
久
米
村
で
使
用
さ
れ
て
い
た
聯
句
で
は
、
冠
者
に
修
身
と
斉
家
の
志
向

を
立
て
、
忠
孝
の
名
を
高
め
る
責
任
も
求
め
て
い
る
。
冠
者
に
課
せ
ら
れ
る

こ
れ
ら
の
要
求
は
、
儒
教
冠
礼
の
中
で
強
調
さ
れ
た
「
人
の
子
」、「
人
の
弟
」、

「
人
の
臣
」、「
人
の
少
」
と
い
っ
た
四
つ
の
責
任
に
合
致
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
近
世
期
に
お
け
る
久
米
村
士
族
が
元
服
儀
式
を
ど
の
よ
う
に

執
り
行
い
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
論
じ
、
儒
教
思

想
の
影
響
の
様
相
を
考
察
し
た
。
本
稿
で
扱
っ
た
久
米
村
士
族
以
外
の
那
覇
・

首
里
の
士
族
に
も
「
元
服
」
に
対
す
る
理
解
を
示
す
文
章
が
存
在
し
て
い
る
。



一
三
四

彼
ら
が
ど
の
程
度
儒
教
思
想
の
影
響
の
も
と
で
「
元
服
」
を
執
行
し
て
い
た

か
、
ま
た
彼
ら
の
「
元
服
」
は
久
米
村
士
族
の
思
想
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う

に
異
な
っ
て
い
る
の
か
等
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
1
）	

麻
生
伸
一
「
近
世
琉
球
に
お
け
る
王
位
継
承
に
つ
い
て
：
尚
育
王
と
尚
泰
王
の

即
位
を
中
心
に
」（『
東
洋
学
報
九
五
（
四
）』、
二
九
～
五
七
頁
、
二
〇
一
四
年
）。

（
2
）	

比
嘉
吉
志
「
近
世
琉
球
の
元
服
と
烏
帽
子
親
」（『
沖
縄
文
化
（
一
二
四
）』、
三

三
～
五
一
頁
、
二
〇
二
一
年
）。

（
3
）	

三
浦
國
雄
「
琉
球
に
お
け
る
『
朱
子
家
礼
』
の
受
容
と
普
及
過
程
―
『
四
本

堂
家
礼
』
の
性
格
」（
吾
妻
重
二
・
朴
元
在
編
『『
朱
子
家
礼
』
と
東
ア
ジ
ア
の
文

化
交
渉
』、
一
九
九
～
二
二
〇
頁
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
）。
白
井
順
「
明
末
・

河
南
新
安
に
お
け
る
『
朱
子
家
礼
』
の
現
場
―
呂
維
祺
の
冠
礼
を
中
心
に
―
」

（
前
掲
『『
朱
子
家
礼
』
と
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
渉
』、
二
六
九
～
二
八
八
頁
）。

（
4
）	

台
湾
商
務
印
書
館
編
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書　

経
部
一
三
六　

礼
類
』（
台
湾

商
務
印
書
館
、
一
九
八
六
年
）、
四
六
七
頁
参
照
。

（
5
）	

前
掲
白
井
順
論
文
。

（
6
）	

首
里
「
向
姓
家
譜
」
一
世
朝
義
（
伊
江
王
子
）
の
項
に
は
「
嘉
靖
年
間
、
初
出

仕
、
結
欹
髻
」
と
見
え
る
。
企
画
部
市
史
編
集
室
『
那
覇
市
史　

資
料
篇　

第
一

巻
の
五
（
家
譜
資
料　

第
一
集
）
本
編
』、
那
覇
市
、
一
九
七
六
年
）、
三
二
六
頁

参
照
。

（
7
）	

那
覇
「
呉
姓
家
譜
」
に
よ
る
と
、「
五
世
宗
廣
（
幸
地
親
方
）
崇
禎
三
年
庚
午
七

月
六
日
、
轉
任
西
原
間
切
幸
地
地
頭
職
且
擢
三
司
官
座
敷
〔
是
以
爲
尚
氏
浦
添
王

子
朝
良
公
御
欹
髻
祝
父
也
〕」。
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
『
那
覇
市
史　

資
料

篇　

第
一
巻
八
（
家
譜
資
料
四　

那
覇
・
泊
系
）』（
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、

一
九
八
三
年
）、
一
七
六
頁
参
照
。

（
8
）	

伊
波
普
猷
；
東
恩
納
寛
惇
；
横
山
重
編
纂
『
琉
球
史
料
叢
書　

第
一
巻　

琉
球

国
由
来
記
』（
東
京
美
術
、
一
九
七
二
年
）、
一
二
五
頁
参
照
。

（
9
）	

那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
『
冊
封
使
録
関
係
資
料　

那
覇
市
企
画
部
市
史

編
集
室
編　

資
料
篇　

第
一
巻
三
』（
那
覇
市
役
所
、一
九
七
七
年
）、一
二
頁
参
照
。

（
10
）	

『
当
代
記
』（『
史
籍
雑
纂　

第
二
』、
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
一
～
一
九
一
二

年
）、
一
六
八
頁
参
照
。

（
11
）	

「
蔡
氏
家
譜
」
に
は
「
明
朝
時
三
十
六
姓
裔
孫
皆
不
剃
髪
、
包
網
巾
、
秀
才
戴
方

巾
、
官
戴
紗
帽
、
衣
服
皆
如
中
国
製
法
。（
中
略
）
順
治
九
年
壬
辰
、
皇
帝
再
遣
謝

必
振
同
周
国
盛
齎
勅
諭
本
国
、
船
到
古
米
山
阻
風
不
達
那
覇
港
、
而
先
通
報
也
。

因
茲
本
国
大
驚
、
急
使
唐
栄
人
皆
剃
頂
髪
結
欹
髻
、
衣
冠
改
従
国
俗
」
と
い
う
。

那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
『
那
覇
市
史　

資
料
篇
第
一
巻
六
家
譜
資
料
二
』（
那

覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
〇
年
）、
二
九
五
頁
参
照
。

（
12
）	

前
掲
『
冊
封
使
録
関
係
資
料
』、
四
九
頁
参
照
。

（
13
）	

前
掲
『
冊
封
使
録
関
係
資
料
』、
六
〇
頁
参
照
。

（
14
）	

池
宮
城
秀
栄,

屋
良
朝
陳
編
『
琉
球
中
山
王
代
記　

巻
四
』（
琉
球
王
代
文
献
頒

布
会
、
一
九
四
二
～
一
九
四
四
年
）、
二
八
頁
。

（
15
）	

「
阿
姓
家
譜
」
に
は
「
康
煕
三
十
三
年
甲
戌
四
月
十
五
日
、
奉
命
任
佐
敷
王
子
尚

益
公
因
御
元
服
為
御
烏
帽
子
親
。
同
二
十
二
日
、
奉
始
御
中
剃
。
同
二
十
四
日
尚

益
公
隨
従
登
城
於
下
庫
理
南
之
御
座
拜
結
欹
髻
、
千
喜
萬
悦
也
。
同
日
蒙
上
意
陞

三
司
官
座
敷
」
と
い
う
。
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
『
那
覇
市
史　

資
料
篇　

第
一
巻
七
（
家
譜
資
料
三　

首
里
系
）』（
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八

二
年
）、
六
～
七
頁
参
照
。

（
16
）	

鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
さ
ん
所
『
編
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
追
録　

第
四

巻
』（
鹿
児
島
、
一
九
七
四
年
）、
三
六
四
頁
参
照
。

（
17
）	

「
一
御
元
祖
忠
久
公
御
事
、
右
大
將
賴
朝
卿
之
長
庶
子
ニ
而
、
元
暦
二
年
御
年

七
、
依
賴
朝
卿
之
命
、
鎌
倉
鶴
岡
若
宮
之
寳
前
ニ
而
御
元
服
、
畠
山
庄
司
（
忠
脱

カ
）
次
郎
重
加
冠
被
相
勤
忠
久
と
御
名
乘
被
成
候
。
一
十
六
代
義
久
公
御
年
十
四
、

十
七
代
義
弘
公
御
年
十
二
、
天
文
十
五
年
御
元
服
」。
前
掲
『
編
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
追
録　

第
四
巻
』、
三
六
三
頁
参
照
。

（
18
）	
近
藤
啓
吾
「
元
服
の
心
」（『
四
礼
の
研
究
―
冠
婚
葬
祭
儀
礼
の
沿
革
と
意
義
』、

臨
川
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）、
關
根
正
直
「
冠
禮
の
變
遷
」（『
日
本
風
俗
史
講
座　



近
世
琉
球
久
米
村
士
族
の
「
冠
礼
」
に
見
え
る
儒
教
思
想
の
影
響
に
つ
い
て

一
三
五

第
四
卷
』、
雄
山
閣
、
一
九
二
九
年
）。

（
19
）	

續
修
四
庫
全
書
編
纂
委
員
會
編
『
續
修
四
庫
全
書　

一
一
三
〇
・
子
部
・
雑
家

類
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）、
六
三
六
頁
参
照
。

（
20
）	
［
鄭
秉
哲
ほ
か
原
編
］、
球
陽
研
究
会
編
『
球
陽
』（『
沖
縄
文
化
史
料
集
成
（
五
）』

角
川
書
店
、
一
九
七
四
）、
二
二
〇
頁
参
照
。

（
21
）	

崎
濱
秀
明
『
沖
縄
旧
法
制
史
料
集
成　

第
五
巻　

蔡
家
家
憲
』（
崎
濱
秀
明
、
一

九
七
一
年
）、
二
〇
八
頁

（
22
）	

「
幼
童
、
衣
袖
脇
下
令
穿
露
三
、
四
寸
許
、
年
長
、
剃
頂
中
髪
、
即
縫
屬
之
」。

前
掲
『
冊
封
使
録
関
係
資
料
』、
七
五
頁
参
照
。

（
23
）	

「
一
諸
士
之
子
共
拾
五
歳
以
上
当
座
へ
申
出
蒙
御
免
元
服
仕
候
模
ニ
候
故
一
門

与
中
証
拠
之
次
書
ヲ
以
願
申
出
候
」。
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
『
沖
縄
県
史

料　

前
近
代
六　

首
里
王
府
仕
置
二
』（
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
一
～
一
九

九
一
年
）、
七
八
頁
参
照
。

（
24
）	

「
一
父
母
死
去
之
後
三
年
中
、
元
服
并
嫁
娶
不
仕
事
」。
前
掲
『
蔡
家
家
憲
』、
三

四
〇
頁
参
照
。

（
25
）	

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
『
沖
縄
研
究
資
料
七　

嘉
徳
堂
規
模
帳
』（
法
政
大

学
沖
縄
文
化
研
究
所
、
一
九
八
五
年
）、
二
八
頁
参
照

（
26
）	

た
だ
『
家
礼
』
に
お
い
て
、
冠
礼
は
自
ら
の
廰
堂
（
大
広
間
）
で
執
り
行
わ
れ

る
と
構
想
さ
れ
て
い
る
。

（
27
）	

前
掲
三
浦
、
白
井
論
文
。

（
28
）	

『
文
公
家
礼
儀
節
』
巻
二
・
冠
礼
に
「
按
鄭
氏
家
儀
、
有
或
因
事
故
倉
促
、
簡
便

行
礼
之
儀
。
今
恐
人
家
有
力
、
不
能
備
礼
者
、
略
倣
其
儀
、
別
為
儀
節
以
附
其
下
。

儀
節
、
是
日
夙
興
、
告
祠
堂
如
朔
日
之
儀
、
不
用
祝
。
先
期
、
擇
親
属
一
人
、
為

賓
、
子
弟
一
人
為
贊
、
一
為
礼
生
。
主
人
、
立
堂
下
東
階
上
、
賓
立
西
階
上
。
礼

生
唱
、
鞠
躬
、
拝
、
興
、
拝
、
興
、
平
身
〔
執
事
者
布
冠
者
席
于
主
人
後
。
少
北
〕。

唱
、
将
冠
者
即
席
、
跪
〔
冠
者
、
拝
〕、
梳
髪
、
合
髻
、
行
加
冠
礼
。
賓
盥
、
進
冠

笄
〔
執
事
者
、
捧
進
。
賓
者
受
之
、
行
至
冠
者
前
〕、
祝
辞
〔
用
始
加
之
辞
。
如
賓

不
能
祝
、
不
用
亦
可
〕、
跪
〔
賓
、
跪
〕、
加
巾
、
興
〔
賓
、
起
〕、
復
位
、
冠
者

興
、
易
服
〔
冠
者
、
改
旧
服
。
著
時
服
。
納
靴
出
。
降
西
階
立
。
少
東
南
向
〕、
賓

字
冠
者
、
賓
主
倶
降
階
、
祝
辞
〔
用
前
辞
。
若
賓
不
能
祝
。
只
曰
字
汝
曰
某
〕、
冠

者
、
対
辞
〔
若
加
冠
無
祝
辞
、
此
亦
不
用
〕、
鞠
躬
、
拝
、
興
、
拝
、
興
、
平
身
。

礼
畢
〔
冠
畢
。
見
于
祠
堂
、
尊
長
、
俱
如
上
儀
〕
と
い
う
。
四
庫
全
書
存
目
叢
書

編
纂
委
員
会
編
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書　

経
部　

第
一
一
四
冊　

禮
類
』（
荘
厳
文

化
事
業
、
一
九
九
七
年
）、
四
七
三
～
四
七
四
頁
参
照
。

（
29
）	

豊
見
山
和
行
「
近
世
琉
球
の
政
治
構
造
に
つ
い
て
―
言
上
写
・
僉
議
・
規
模

帳
」（
周
縁
の
文
化
交
渉
学
シ
リ
ー
ズ
6
『
周
縁
と
中
心
の
概
念
で
読
み
解
く
東
ア

ジ
ア
の
「
越
・
韓
・
琉
」
―
歴
史
学
・
考
古
学
研
究
か
ら
の
視
座
―
』、
関
西
大

学
文
化
交
渉
学
教
育
研
究
拠
点
（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
）、
二
〇
一
二
年
）。

（
30
）	

冨
島
壮
英
「
明
末
に
お
け
る
久
米
村
の
衰
退
と
振
興
策
に
つ
い
て
」（
第
一
届
中

琉
歴
史
関
係
国
際
学
術
会
議
論
文
集
、
一
九
八
八
年
）。

（
31
）	

高
津
孝
『
琉
球
王
国
漢
文
文
献
集
成　

第
二
十
九
冊
』（
復
旦
大
学
出
版
社
、
二

〇
一
三
年
）、
二
七
四
～
二
七
五
頁
参
照
。

（
32
）	

（
宋
）
朱
熹
撰
；
（
日
）
吾
妻
重
二
彙
校
『
朱
子
家
礼
：
宋
本
彙
校
』（
上
海
古

籍
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
）、
三
九
～
四
一
頁
参
照
。

（
33
）	

八
重
山
士
族
の
元
服
儀
礼
に
お
い
て
烏
帽
子
親
は
元
服
者
の
髪
を
三
度
梳
い
て

い
る
時
、
祝
辞
を
唱
え
る
習
慣
が
あ
る
。「
烏
帽
子
親
唱
口
、（
中
略
）
髪
き
つ
り

之
時
前
よ
り
三
櫛
、
両
方
よ
り
二
櫛
宛
ニ
而
本
文
之
唱
口
也
」。
石
垣
市
史
編
集
委

員
会
編
『
石
垣
市
史　

八
重
山
史
料
集
一　

石
垣
家
文
書
』（
石
垣
市
、
一
九
九
五

年
）、
五
二
六
頁
。

（
34
）	

琉
球
大
学
附
属
図
書
館
宮
良
殿
内
文
庫
蔵
『
聯
句
集
』（
文
書
番
号M

I040

）、

https://shim
uchi.lib.u-ryukyu.ac.jp/collection/m

iyara/m
i04001/13

（
最

終
閲
覧
：
二
〇
二
三/

一
二/

三
〇
）。
①
と
②
の
聯
句
は
、『
久
米
村
の
民
俗
』
お

い
て
も
確
認
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
聯
句
は
宮
良
當
整
に
よ
っ
て
久
米
村
の
聯

句
か
ら
書
き
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
具
志
堅
以
徳
編
著
；
国
吉

有
慶
著
『
久
米
村
の
民
俗
』（
久
米
崇
聖
会
、
二
〇
〇
七
年
）、
四
二
頁
。
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Influence of Confucian Thought on Early Modern 
Coming-of-Age ceremonies of the Samurai Class 

in KumeMura

LIU Shuyu

	 Coming-of-age ceremonies, referred to as “冠礼” （guanli） in Chinese, have 
ancient origins and are integral Confucian rituals. Their significance and pro-
cedures are delineated in “Yili” （儀礼） and “Liji” （礼記）. These practices have 
profoundly influenced adulthood ceremonies in the neighboring countries of 
Korea, Japan, and Vietnam. Following the Battle of Sekigahara in early 
modern Japan, the Tokugawa shogunate’s warrior-class etiquette was shaped 
by Zen Buddhism traditions, particularly the Ogasawara-ryu and Ise-ryu. Addi-
tionally, Zhu Xi’s “Family Rituals” influenced the conduct of feudal lords.
	 Upon the Ryukyu Kingdom being incorporated into Japan’s feudal system 
in 1609, Ryukyuan ceremonies were reformed under Satsuma’s influence. War-
rior-class etiquette from Japan’s coming-of-age ceremony permeated Ryukyuan 
customs. In Kumemura, inhabited by descendants of Chinese immigrants and a 
gateway between Ryukyu and China, Confucian scholars developed the com-
ing-of-age ceremony based on Confucian principles. This influence subsequently 
spread throughout the Ryukyuan nobility through Kumemura.
	 This manuscript examines the genpuku （元服） ceremony of Kumemura’s 
samurai class during the early modern period. Using sources such as the Shi-
hon-dou Kairei and Katoku-dou Kibo-cho — ritual guides for life events — this 
study analyzes the conduct of the samurai’s genpuku ceremony. Insights from 
蔡大鼎’s “擬長孫元服記” and Kumemura antithetical couplets are incorporated 
to further illuminate the samurai’s understanding of the ceremony. This study 
provides a comprehensive analysis of the influence of Confucian thought on 
these practices.

キーワード：元服（Genpuku）、薩摩（Satsuma）、聯句（couplet）、	
首里城（Shuri Castle）




